
質疑応答表 

分担 質問（実施順） 

回答 

株式会社理究キッズ ① 株式会社明日香 ② ル・アンジェ株式会社 ③ 
シダックス大新東ヒューマンサービス

株式会社 ④ 

加藤 

委員長 

管理運営の基本

方針について 

自分の住む地域は、どのようなところ

か、どんな人がいるか等、子ども達が住

む地域を好きになり、成長に繋がるよ

うな施設としたい。 

かまくらっ子おおふなでは、商店街で

ハロウィンイベントを実施し、練り歩

きながらお店の人と交流を行った。地

域住民と顔見知りになり、自分の住む

環境について知るとても良い機会とな

った。 

学生に協力を仰ぎながら、毎年広町緑

地を散歩するなど、鎌倉の自然豊かな

環境を生かしたイベントを実施してい

きたい。 

放課後かまくらっ子の基本理念である

「出あう・つながる・ふるさとで自ら育

つ」という中の「つながる」という部分

に力を入れたい。 

保護者や地域等と出会い、それが多世

代交流の場となり、安全・安心な居場所

となるようにしたい。 

本部担当者も積極的に現場に出向き、

地域の特性を学び、イベントやコミュ

ニケーション等の関わりの中で地域の

活動に参加していきたい。 

複合施設が、地域の中心として機能し

ていくことに力を入れたい。小坂小学

校にも近いため、子育て支援を必要と

している世帯等にとって、一つの居場

所となるようにしたい。 

また、子ども・保護者・地域との多世代

交流ができる場としたい。かまくらっ

子については、外に赴いての交流も行

っていきたい。 

放課後かまくらっ子は、乳幼児親子、小

学生や中高生等が集える場と考える。 

高校生のボランティアなど、今回の支

援センターとの複合施設をきっかけに

集える場所であることを再アピール

し、既存の放課後かまくらっ子施設も

同じように、多世代交流ができる場所

だとアピールしたい。 

乳幼児親子の受

入れについて 

安全面での取り扱いに気をつけたい。 

子どもは年上の子どもを見て成長する

ため、縦の連携を重視していきたい。安

全面についてはマニュアルを整備して

いる。 

1 歳以下は親子交流となるため、親子で

遊べるものを、幼児期になると小学生

低学年の子どもと遊びができるように

なるため、単体と一体の両面で提供し

ていきたい。 

乳幼児の親は、子どもがどのように成

長し、どのように過ごすのか不安にな

るところである。センターを利用しな

がら、かまくらっ子があるという事を

知ってもらい、就学後の利用促進にも

つなげたい。 

保護者や子どもと接する中で、発信し

たくてもできない声を職員が拾い、発

信できるようにしたい。 

支援センター利用した親や子どもが就

学時に小 1 プロブレムをスムーズにク

リアできるようにしていきたい。 

相談対応について、プレママやプレパ

パ等でサポート支援を実施していきた

い。 

子どもだけでなく、親も交流ができる

環境づくりを行い、また、切れ目のない

形でサポートを行いながら多世代が交

流できる場としたい。 

玉置 

委員 

子育て支援セン

ターの運営につ

いて 

施設内だけでは解決困難な問題に対し

ては、対応マニュアルを作成してある

ため、どこに連絡する等、ケースごとに

整理できている。 

１対１の対応が必要な子どもに対して

は、臨床心理士のもと、年齢や子どもの

特性にあった対応を行う。 

虐待が疑われる可能性があれば、チェ

ックリストを用意し当てはまる場合

は、青少年課、相談課等への相談も実施

する。 

運営開始前に関係機関との連携につい

て、マニュアルや連絡先等を用意した

上で運営していく。 

何かあった際は、職員間及び本部とも

共有し、状況によっては市とも共有の

上、関係機関と連携していく。 

虐待について、児童虐待防止研修を年

に 1 回実施している。 

気になる子どもについては、保護者の

了承を得た上で発達支援や、放課後デ

イサービス等と連携しながら運営して

いく。 

市の担当課にも報告だけでなく、対応

状況についても連絡しながら、一緒に

問題解決していきたい。 

様々な事情で来所が難しい家庭への対

応は電話連絡で対応する。 

子育て相談窓口では、専門の職員が対

応。直接対応、ZOOM、電話といったツ

ールで対応する体制を整える。その場

で解決できない時は、市を含め、専門機

関と連携していく。 



地域との連携に

ついて 

コーディネーターは、現在、市の職員と

して務めている方を継続雇用していく

ことが理想であると考えている。 

地域との関わりが深く、子ども達と楽

しんでイベントができるという思いを

持った人を採用する。 

日々の生活の中で一緒に過ごしなが

ら、子どもの様子を知り、「イベント実

施」の部分を特に強めていきたい。 

運営開始前に各関係機関と連携し、マ

ニュアル化した上で運営を行っていき

たい。日々過ごす中で、生じた問題につ

いては職員間・本部で共有、精査し、状

況によっては鎌倉市にも相談する等、

連携を図りながら運営したい。 

統括責任者が地域のコーディネーター

の中心となって、「つながる」という点

でイベントプログラムなどを実施しな

がら、地域との連携を行う。 

地域のボランティア団体や OB の中学

生等の活動はしているが、より活性化

させていきたい。 

多世代交流の場として、子どもだけで

なく保護者も対象となる。そのために

は職員のコミュニケーションスキルの

向上が必要である。保護者をサポート

しながら、切れ目ないサポートをして

いく。 

地域を愛してもらうために、地域の文

化や自然に触れるような取組みをプロ

グラムに取り入れたい。 

宇髙 

委員 

危機管理体制 

マニュアルについては、スタッフ初任

者向け・施設管理者向け・衛星管理・事

故防止・施設環境によるケーススタデ

ィ等に合わせて作成しており、それに

合わせた訓練や研修がある。 

運営開始前に必ず職員全員で研修を実

施する。開始後も継続的に安全管理等

独自の研修を行う。情報共有について

も施設だけでなく会社全体で共有でき

るように関係づくりを行う。 

1 年毎に職員向けの安全管理研修・人権

に関する研修を行っており、2 カ月に一

度、施設長の会議を実施している。研修

を受けた職員は必ず施設で共有し、未

受講の職員にも共有している。 

安全衛生マニュアルについては、厚生

労働省及び各都道府県の指針を会社独

自にしたもの使用。 

支援センターで運用する際は、各施設

に合わせて上記内容を書き換え、施設

に対して何ができるか、施設ごとにマ

ニュアル化している。 

行政への連絡については、営業所長及

びスーパーバイザーへの連絡と同時進

行で行う。緊急性の低いものは、本社で

共有の上、フィードバックしたうえで

現場に対応等の指示をしている。 

緊急時の対処

法・新型コロナ

ウイルス感染症

対策・その他施

設運営に係るリ

スク軽減につい

て 

緊急時の対処法として、月ごとにテー

マを設けた研修を実施しており、10 月

は、嘔吐を伴う感染症対策についての

研修を実施したところである。 

日々情報は変わる。本部に衛生委員会

があるので、日々、どの情報が正しいの

か見極めながら、現場に情報を下ろし

て対応している。また、近隣の病院から

得た情報等も共有しながら対応してい

る。 

施設利用にあたっては、利用者制限等

を行い、密にならない運営に取り組ん

でいる。 

現場から市に直接連絡した方が、迅速

かつ正確に連絡入るかと思うが、東日

本大震災の時にライフラインの混乱等

が生じた経験から、あくまで現場から

市に連絡することは大前提の上で、そ

れ以外に現場から連絡がつかない場合

において、本部から連絡を行う。 

個別事案については、直接市へ連絡を

行う。 

現在、支援センター及び放課後かまく

らっ子おさかの建物前に駐車スペース

があるが、現状はコーンを置いて車を

止められないようにしている。そのた

め、小学校に用のある方が前面道路に

路上駐車をしていることも見受けられ

る。道路が狭くなることによる危険も

生じるため、行政、施設と相談しなが

ら、安全性を確保した上で、駐車スペー

スの活用も検討していきたい。 

大西 

委員 

財務に関する 

質疑 

売り上げの伸びは、各自治体から運営

を任せてもらえる施設が増えているた

めである。 

職員の体制も強化しながら、経験者採

用等を実施し、運営を行っている。 

直営から民間に切り替わる施設運営が

多く、現場スタッフについては継続雇

用を行っている。   

売上原価については、細かい部分は経

理担当に確認する必要があるが、人件

費や福利厚生費が多くの部分を占めて

いる。 

借入金は、令和３年度４月に、保育園１

園を開設したときに借入れしたもので

ある。 

補足等追加説明は特になし。 



松原副 

委員長 

スタッフの配置

について 

新任者の採用方針については、経験者

と新任者のお互いの価値観を共有する

よう努めている。また、可能な限り、地

域人材を雇用するようにしている。 

施設ごとに状況が異なるため、施設ご

とに計画を立て、若いスタッフを増や

したり、子育て経験豊富なスタッフを

増やすようにしている。 

現在勤務している職員は継続雇用す

る。 

令和２年３月までは鎌倉市の直営施設

への派遣の実績があり、現在も 100 名

ほどの派遣登録があり。その方々にも

声掛けをしていき、放課後児童支援員

を中心に勤務してもらう。支援センタ

ーは、保育士メインだが、その他にも管

理栄養士等相談業務に関係する資格あ

るスタッフを採用したい。 

職員の確保については、現在７名の有

資格者いるため、その者を配置予定と

している。支援センターは、現在運営し

ている保育園から３名配置する予定で

ある。 

現在勤務している職員については、継

続雇用第一で考えている。仮に転籍希

望がいなかったとしても社内の有資格

者にて人員確保できる。 

直営から民間への転籍希望がない場合

でも、社内異動も考えて配置する。 

新規採用については、近隣の受託施設

で異動希望や提携大学からの紹介、ハ

ローワーク等効率的な募集で採用に努

める。 

その他(一体的

な運営に対する

考え等) 

支援センターとかまくらっ子のイベン

トについては、ベビーサインと手話の

講習ができればと考えている。支援セ

ンター利用者と小学生を交えることで

共生社会を推進する狙いを持ちながら

合同イベントを実施したい。 

また、親子の運動プログラムを実施し

たいと考えている。 

支援センターとかまくらっ子のイベン

トについては、交流を基本とし、お祭り

のようなイベントを実施していきた

い。 

支援センターとかまくらっ子のイベン

トについては、アフターコロナを考慮

し、映画会やリトミック、運動等、大人

を介さない子ども同士のふれあいを考

えている。 

プレママ、プレパパのプログラム実施

している。女性保育士だと「パパ」が恥

ずかしそうにしているが、男性保育士

であれば細かいところまで質問ができ

るため、男性保育士を派遣し、「パパ」

の育児にも力をいれている。 

かまくらっ子の子どもたちが考えたイ

ベントを支援センターで実施する等、

施設を通じて配信等の交流の起点とな

る場にしたい。 

支援センターの子どもと接することで

子どもの触れ合いの場にして「命」とい

うものを伝えられるような取組みを行

いたい。 

 


